









Copylight (c) 2006 鈴木啓司
名古屋学院大学論集 人文 。自然科学篇 第 42巻 第2号(2006年1月)
新たなる認識論理の構築に向けての試論
― 共有知識 (common knowledge)を手がかりに一
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sο%,″g Abο%′κποωレグg´ (?IIT PКss),1995.
(8)不動点定理で救いきれない共有知識の奥深さにつ
いて,ゲー デルの不完全性定理とのアナロジーで
一言触れておこう。ゲーデルはその定理の証明に
当たって,ゲー デル式というものを構成した。こ
れは「あるゲーデル数 (全式に構成的な方法でそ
れぞれつけられた番号のようなもの)を持つ式の
証明式のゲーデル数となる自然数は存在しない」
といった解釈のできる式のことである。そして,
この式そのもののゲーデル数がとりもなおさず,
「あるゲーデル数」となっている。すなわち,この
式は「自分の証明式のゲーデル数となる自然数は
存在しない」と言っていることになり,すなわち,
それは「自分は証明不可能である」というに等し
い。彼はこうして,真と解釈すれば証明不可能な
式を構成することにより, 自然数論を展開できる
形式体系の不完全性を証明したのであった。それ
はそれとして, ここで強調したいのは,あるゲー
デル数を代入したその式のゲーデル数が代入した
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ゲーデル数そのものになるというゲーデル式の,
不動点を表す式f(x)=xとの自己言及的な類似性
である。やはり認識レベルの問題にまで拡大解釈
された不完全性定理のことを思うと,不動点定理
の普遍性もここにうかがい知れるような気がす
る。しかし,ゲー デル式が不動点と決定的に違う
のは,後者が閉区間に存在するのに対して,前者
は自然数列という無限の中に存在していることで
ある。そしてそれにより,自分がどこにも写像で
きないこと (自分の証明式の番号となる自然数が
自然数列の中にないこと)が証明できないことで
ある。無限を対象とした直接的な不在証明は不可
能である。すなわち,ゲー デル式は不動点らしき
ものだが,不動点であると証明できない。人間が
数を理解する動物であるなら,数学の根本知識は
ある意味究極の共有知識のひとつであると言える
かもしれない。そうした意味で共有知識は,深く
追求すればするほど,ある閉じた領域にとどまる
ものではなく,広く人間の認識の枠組み自体に繋
がるものであるように思えてくる。
(9)形式的なことはまたの機会に譲ろうと思うが,様
相論理のセマンティクス,クリプキモデルでは,S
5はユニヴァーサルモデルに当たる。クリプキモ
デルとは,別名可能世界論とも呼ばれ, さまざま
な可能世界の集合間の到達可能性関係で,必然性
や可能性といった様相を表現するモデルである。
その関係には推移性や反射性,対称性などがある
が,ュニヴァーサルモデル (別名ユークリッド的
モデル)はこれら三つを兼ね備えた一番強力なも
ので,そこでは,任意の集合から任意の集合へ自
由に行き来できる (これより弱いモデルでは,到
達可能性に制限がある)。 すなわち,ラプラース
の悪魔のごとき古今東西すべてお見通じといった
視点を獲得できる古典論理の世界である。これに
対し「推進知識」は,現時点では見えない ∈」達
できない)未知のものを要請することで,S5に弱
い認識論的解釈 (「命題化できるはっきりしたこと
についての無知を知っている」)を与えるものであ
ると思われる。ちなみに,ゲー デル・マッキンゼ
イ・ タルスキの定理により,直観主義命題論理は
様相命題論理S4に変換埋め込み可能であること
が知られている。やはり認識の形式化の鍵は,古
典論理と直観主義論理の間,S5とS4の間にあ
ると思われる。
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